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対して信頼感 (酒丼 ・菅原 ・員榮城 ・菅原 ・北村、


















































































1 あなたは おとうさん、おかあさんと 気持ちが通じあつていると思いますか。
2 あなたは おとうさん、おかあさんに言われたことは 何でも よろこんでしたいと思いますか。
3 おとうさん、おかあさんは あなたのことを よく知っていてくれると思いますか。
4 あなたは おとうさん、おかあさんを親切で思いやりのある人だと思いますか。
5 あなたは おとうさん、おかあさんを やさしい人だと思いますか。
6 おとうさん、おかあさんは いつも あなたのことを 気にかけてくれていると思いますか。
7 おとうさん、おかあさんはあなたのいいぶんを よく聞いてくれると思いますか。
同一視欲求
8 あなたは 大きくなったら おとうさん、おかあさんのようになりたいですか。
9 あなたは たいていのことは おとうさん、おかあさんを 手本にしたいですか。
10 あなたは おとうさん、おかあさんのしていることで あんなことができたらいいと思うことが多いですか
11 あなたは おとうさん、おかあさんのまねをすることが 多いですか。
12 あなたは さびしくなったとき おとうさん、おかあさんを心に思いうかべますか。




16 あなたは おとうさん、おかあさんと できるだけいつしょに 遊んだり話をしたりしたいですか。






人数 [名] 割合 [%]加害経験 被害経験
能動的経験 受身的経験 被経験
能動的経験群 自ら関係性攻撃に関与した可能性のみが考えられる群 有 り 無 し 無 し 4(4)





攻撃対象となった可能性のみが考えられる群 無 し 無 し 有 り 4(  4)
16(18)
自ら、かつ、受身的に関係性攻撃に関与した
可能性が考えられる群 有 り 有 り 無 し
自ら攻撃し、かつ、攻撃対象になった可能性
がある群 有 り 無 し 有 り 5 1(2)
受身 ・被経験群 受身的に関与し、かつ、攻撃対象になつた可能性が考えられる群 無 し 有 り 有 り
全経験群 加害経験と被経験の両方の経験の可能性が考えられる群 有 り 有 り 有 り
計 87(100)
経験無し群 関係性攻撃の加害、被害経験のない群 無 し 無 し 無 し
合計









因子 「関係重視」10項目、第 2因子 「不信 ・拒否」






























































































独立評定を行った結果、85.04%の一致率が得られ  スの担任教師の教示により、 1校(5年生、6年生
た。                        それぞれ 1クラスずつ)は調査者の教示により集団
友人関係評価群の分類基準および人数の内訳を  形式で実施された。回答所要時間は約25分であっ
Table 4に示す。                  た。なお、クラス担任の教示による場合、調査者と
4。調査手続き 調査は被験校3校のうち、2校  同様の教示内容が伝えられた。
(5年生、6年生それぞれ6クラスずつ)は各クラ
-5-





















***p<.001, **p<p.001, *p<.05, †p<。10
丁able 6 関係性攻撃経験群および性による 「子どもの親に対する親和性」尺度の下位尺度得点の平均と
SDおよび分散分析の結果
M(SD)      N 主効果   交 互作 下
第 1因子  受 身的経験群
親密さ
男   17.410(2.562)  39F(4,283)=4.990**    ns受身 。被経験群、能動 ・受身的経験群、全
女  17.692(2.H9)52 経験群<受身的経験群、経験なし群
全体 17.571(2.310)91
能動・受身的経験群 男  16.231(2.889)26
女  16.344(3.012)32
全体 16.231(2.889)58
受身 ・被経験群  男  15.429(3.906)21
女  16.200(3.354)25
全体 15.848(3.596)46
全経験群 男  16.303(3.396)33
k  16 .53e (3 .025 )  39
全体 16.431(3.179)72








能動 。受身的経験群 男  12.000(2.483)25
女  13.133(2.636)30
全体 12.618(2.607)55
受身 。被経験群 男  12.000(3.237)22
女  12.577(2.817)26
全体 12.313(2.998)48
全経験群 男  12.031(2.443)32
女  12.897(3.267)39
全体 12.507(2.937)71








第 3因子  受 身的経験群
信頼性
男   10.244(1.640)  41
女  10.327(1.438)52
全体 10.290(1.522)93
能動・受身的経験群 男  9.500(1.606)26
女  9.844(1.953)32
全体  9.690(1.799)58
受身 ・被経験群 男  9.091(2.068)22
メて    9.760(1.640)  25
全体  9.447(1.863)47
全経験群 男  9.313(1.655)32
女  9.615(2.021)39
全体  9.479(1.858)71
経験なし群 9.607(1.499)  28




































































































―.034―.026            -.119*
.065            -.134*            ―.081


































































































重相関係数 (R) 。349*** .246*** .119
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